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Ⅰ 間 鹿 と 課 蔑
南ベ トナムの第二次大戦後の米 (こめ)経済は長期にわたる戦争により大きな影響を受けて
きた｡)戦争による米産産 ･流通の減少は, 2重3重の理由によるOまず第 1に物理的危険や破





ehina とそれとほぼ 同地域を 占める SouthernRegion とに関する同データが 示されてい
る｡40年代初期までは米の作付面積は,200万 haを上廻り,人目も550万人以下と現在の半分
以下であったので毎年 150万 トン以上の米を輸出していた｡〕しかし第二次大戦, フランスとの
養 1 注
1. 作付面積,吐産についてはt/t十1イ囲勿年のデータを t隼のものとして記搬した0









































からはこの米経済に新しい技術的 ･制度的 ･経済的変化が起こった｡1970年よ り始まった




調査報告 3)と USDA の EconomicResearchServiceが行なった,主として計量的方法を用
いた一連の報/li;･4)とがある｡しかし米経済と米政策および両者の関係についての経験的かつ包
括的研究は存在しないようだ｡本稿はこの欠陥を埋めるための第 1歩となることを目的として
いるO本稿では第 1に南ベ トナムの米経済を特に米の流通を中心として,米の生産 ･消費 ･貿
易 ･価格決定およびそれらに関する政策の1974年 8月までの実態を記述し,問題点を明らかに










4) USDA,ERS,Zl.lon',7m'(ICo71∫Z`dera/Z■,nz∫i.n//zeDeyelopmen,I4 A gricul/urez`nt,'ietnam,ERS,USr)A;
Vietnam Ml,RAFT);USAIr),Fe上,.1974:R.F.I)(lly,e/a7.,I/Tie/name∫eAgricuZ/uralSiltualionatld
Near-Term ProspfJ,[/∫,F.RS,USDA;Vietnam MIJRAFr);tJTSAII),Jam.1973:R.F.Tjaly,eta/.,









も役に立 った,i 筆者の調査は,(1)米の市場 ･流通とそれに関する政策および (2)政府統計の
収集方法 と信悪性の2点に重点を置いて行なわれた｡また筆者のタイ関の米経済 ･政策に関す
る今までの研究が,本稿に対 し比較の視点を提供 した｡
日 南 ベ トナ ム の 米 経 済
南ベ トナムの農林水産業は近隣諸岡と比べて,同経済において非常に重要な位置を占める｡
1966年か ら1970年までの期間で GDP に占める同産業のシェア-は平均34%にも達する｡6)こ
の シェア-は,戦争遂行のため政府部門が23%にも適 したことを考慮すれば,実質的にはさら
に大きかったと言える｡ちなみに,タイ国の同期間の両部門のシェア-はそれぞれ30% と5%
であった｡7)南ベ トナムの農林水産業の中で米はその 総生産額が60年代において 同産業の全生
産額の30-45%を占め, 圧倒的重要性を持 っていた｡8)また米はベ トナム人の主食であり, か
ってはゴムと共に最 も主要な外貨獲得品目でもあった()
2.1 生産
南ベ トナムの50,60年代の米生産は,表1,表 2が示すように戦争の推移 と共に若干変動 した
が,傾向としては低迷 していたo特に60年代後半のベ トナム戦争のエスカレーションにより作
付面積, 鮎 鋸刃封こ大きく減少 した｡ しか し60年代末か らは,両者は逆に急速に増大 し,かつ
表2に示されているように haあたり収量 も急速に上昇 した,､
この1970年前後の新しい傾向は,1968年1月30日に始まったテ ト攻勢を転機とする戦争縮小
への動き,高収 鼠品種 (HYV)の急速な普及,それに促進された 2- 3期作の拡大,1970年か
らの農地改革の急速な進展などによってもたらされたと考え られる｡HYVの導入は IRRIで
開発された IR8と IR5(ベ トナムでは rN8,TN5と呼ばれる)で始まり, 1969年 6月 には
IR20,704科こは IR22が IRRIか ら導入された｡1971年にはタイ国か らRDlが輸入された｡9)
1971年頃か らは晶質の劣る IR8と IR5はほとんど栽培されな くなり, より質 の よい IR20,
ImprovedIR20,IR22,IR26,IR73/1,IR73/2等がそれ らに代替 した010)HYVの作付面積は
表 2に示されるように68/69年の 500haか ら,72/73年には84万haに急増 し,1974年にデルタ
だけで50万haに達すると言われていた｡11)またその平均収量は 非常に高 く,在来種がもみで
6) NationalHank()fVietnam,Economz'candFz■nancz■a177Zdz●caz〃γ∫,Nati()lとIIn(､om e andStatisticsDe-
partment,1,qtQuarter,1974.,Table5A.
7) BankofThailand,Mow/A/yBu//ezz'tZ,August1974,p.105･
8) この比率はほぼ同期のタイ国のそれと同じ水準 にあるo RoyalThaiGovernment,lrlin.()fAgr.and
Coop.,JJgrz●`･u//uraZS/atzl/3'C∫qFThaz'Zand,Crop 1/ear1972/73,No.25,1974,pl91.





蓑 2 南 べ ト ナ ム 米 経 済 の 主 要 指 標
一 一 ∴ - :::-=∵ ∴ ∴ :=' -.:-I-::_ 一一 ∴ :ご - :--∴ _
ソ-ス AESS AESS AESS D.G.ofCust.D.ofI.Trade NIS NIS NIS
1955 2244 0 1.26
56 2540 0 1.34 79
57 2719 0 1.17 55
58 2291 () 1.85 81
59 2400 () 2.12 159
1960 2318 0 2.14 131
61 2353 0 1.96 124
62 2479 0 2.10 116
63 2538 0 2.10 323
64 2557 0 2.03 261
65 2429 0 1.99 251
66 2295 () 1.89 267
67 2296 0 2.04 205
68 2394 0 .5 1.82 70
69 2430 40u 2.10 483
1970 2511 502u 2.28 518Sf
71 2625 674 2.41 179nf
72 2700 835 2.35 315
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注 :1. 表 1の注 1と同じ｡
2･ TE享子 ∴空入手不能,_e､は DAE推計,uはDarlym ple[1971,p･44],**は1,2月のみ,etは筆者推計,tは6月,tは 2月,ttは3月,ee
は USAIDの推計を示す｡
SocNauとは低所得者用の低品質米,No.1Riceは第 1級全粒米である｡










の著者名の後の 〔〕内は本論文末の参考文献の出版 日時およびその関係ペ-ジを示す｡ 略字で示された ソース機関名







































































































含む FJaSternPartと CCntralRegionではそれぞれ 132kgと 151kg,全南ベ トナムでは





























































































の欠点を改良した IR20とIR22に対してはこの価格差が縮小 し,DAEの1974年 2月の調査
でデルタの小売価格は, 高級米であるL()ngGrainRiceより18-25%引き中級品の Ordinary
Riceや RiccN().1(25%)より5-13%引きであった033)このより小さい価格差が,IR20,
IR22が近年南ベ トナムで IR8,IR5を完全に駆逐した理由であろう｡ しかし1974年には消費
者はまだ HYV より在来種の米を好んでいたようである｡
























ていたようである｡ 例えば VIMECOは1973年9月に設立され, ベ トナム人で精米業の経験
の長い人をマネージャーに迎え,同年10,12月に12,000トンの米と2万 トンのもみを取り扱っ
た｡1974年には約5万 トンの取り扱いを予定していたO デルタの6省に出張所を持ち各々約







の役割を検討する｡ NFAは MinistryofTradeandlndustryの監督を受けた｡ 主として輸入
米と国内米の購入 ･在庫 ･分配および米価格と流通の調節を行なっていた｡1974年8月 1日に
NFAは30万 トンの米在庫を持ち, その内50%程は PL480の輸入米であった｡ 1974年頃の南














図1 白 米 と籾 米 の 流 通 闇
消 費 者
＼＼＼㌧ ノ





















南ベ トナムの現地調査結果などを基礎に表 4の値を使用 した｡










表 3 3地域の米需給バランス,1972年 (白米 1,000トン)a
l




















































直接輸入 された ことを示 している｡ デルタか らCentralRegionへの米の 蹟接輸送は1972年に
は存在 しない｡ この米移動のパ ター ンを図3に示 した｡ これ ら移動に生産 と在庫変動を考慮 し
て 2.2壬糾 こ述べた地域別米消費遠が表 3のように計測 される｡ 吊節で述べたように これ ら計測
値の地域的偏 りと南ベ トナム全国に対す る水準 とは過大である｡ USIJA も1970年について筆
者 と同様の方法で消費量を計測 しているが,筆者の計測値 と近似 した結果をLliしている｡ これ
ら過大 さを USDA はデルタにおける豚への大壷の米の飼料用利用で説明 しようとした41)が,






















すなわちデルタのそれはかなり下がり,それ以外の地帯は少 し上昇する｡ 南ベ トナム全体とし
ては1人当り消費巌は少 し下がるのではなかろうか｡43)







争が激 しくなった｡44)これは米販亮か らの農民の利得が増加するから彼 らにとって非常に望ま
いし変化である｡ また競争が激しくなることによってもみ米ひいては精米の晶質も良 くなる可
能性がある｡
南ベ トナムでは1972年には機械乾燥機はほとんど使われていなかった｡ しか し,1974年頃に
は HYV の急速な普及により雨季に収穫される米が多くなり, もみ米の乾燥が問題になって
いる｡グ リーン･レポルーションの thesecondgenerationproblem が発生 しているのである｡
雨季に収穫される米の巌については確定的な推定値は存在 しないo USAID によれば71/72年
C/)雨季には約200万 トンの TN paddyが収穫されたと推定する｡ しか し,MinistryofLand
Reform andAgricultureandFisheryI)evelopmcnt(MLRAFD)は1972年にこれよりはるか
に少ない推定値を報告書に 出している045)いずれにせよ 雨季における収穫はすでにかなりあ
り, もみ米の腐 敗や発芽,晶 繋 低下などを考えるとき乾燥の問 題 の重要さは明らかである｡筆
者の米商人や精米業者のインタビューで も雨季のもみ米特に TN 種の水分含量過多とそれを
落とすことに非常な苦労をしていることが明らかになった｡
南ベ トナムの米倉庫については, その容量は1972年に約100万 トン存在すると推定されてい
た｡46)HYVの普及にともなう稲作の周年化は倉庫の必要容量を減少させるOこの推定容量は,
倉庫の立地に若干の問題があるかもしれないが, もみ米の 年間総流通量が約150万 トンである













重要なことを示唆 している｡ タイ国の精米業の古さであり,ベ トナムのそれの新 しさである｡
タイ国では1929年以前に比較的大規模の精米所が600ほど建設されており,1951年にはその数
が900余にのぼり, かつそれらの多くが現在も操業 している｡ その多くはもみがらを燃料にし
た蒸気機関で精米を行なっている｡そのため煙突が必要なのであるO これに対 し,南ベ トナム












では南ベ トナム全1_削こ2,644の精米所があり,その内1,727(65%)はデルタにあった｡ しか し
この数はタイ匹は 比較 してあまりに少なすぎる｡49)上記の小規模精米所のかなりの部分が数え
られていないようだoまた局データはこれら精米所の精米量は約 163万 トンであり, もみに換






























があるのではないかということ｡これ らの理由が正 しいとすれば,(1)と(2)は商ベ トナムが輸
出を再開し,政府等が米o_)規格化や品欝 向上にもっと力を入れ,同時に適当な乾燥機が使われ
るようになれば徐々に解決されるだろう(-しかし(3)は短期には解決できない問題であろう∩
日 米 の 流 通 政 策 と 市 場 政 策
前章では米の需給 ･流通 ･市場に関して諸側面か ら分析 した｡本章では1974年頃の政府の流
通政策と苗場政策について検討する02.5節ですでに多少触れた如 く, 政府の同政策は NFA
を通じて行なわれていた｡
NFA は1967年に設立され1972年までは多種の食料を取 り扱っていたが, 1973年からは米に
重点を置くようになった｡ 各 MilitaryRegion52)に1カ所の事業所を持ち米や もみ米の買い




52) 全部でp-qっある｡MilitaryRegionIV に LongAn省を加えたものが政府統計の SouthernRegionの
WesternPartに当たり,これはオランダ･チームの言うデルタにほぼ一致する0

































































































機に端を発 した世界的インフレは,それ以前か ら進行 していた南ベ トナムのインフレを加速化
した｡それは肥料価格を急上昇させたらしく, もみ米と肥料の価格比は1971年から1974年にか
けて急速に低下 したと報告されているOこれは,最近まで順調に伸びてきた HYVの普及に大
きなマイナス要因であった｡ ベ トナムの USAIDによれば,1974年8月より政府は肥料輸入
業者に補助金を与え肥料価格をもみ米のそれとの比でサイゴンで約1:1に保つ政策が実行され























































WildmanAgriculturalResearch,Inc.が同社の南ベ トナムの 米流通の 調査に基づいて bulk
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